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「学術研究」レポート発表例 
植民地や戦争を終えた国が貧困から抜け出すためには           石田 ひなの 
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「学術研究」レポート要旨の例 
 

【Title】 

植民地や戦争を終えた国が貧困から抜け出すためには 

―カンボジアとほかの国を比較してー 
         

   ３‐D class No.０２ 【  石田 ひなの  】 
         

【Summary】 
世界では 5 人に 1 人が 1 日 1.25 米ドル未満で生活している。本研究の目的は、カンボジアと東南アジアの国を比較し、植民地

や戦争を終えた国が貧困から抜け出す方法を明らかにすることである。私はシンガポールを例にあげて、貧困は政府や海外の

協力が得られれば、必ず解決することができるという仮説を立てた。 

 第 1 章では、貧困がもたらす影響である現状、労働、教育、環境の差について述べる。そしてカンボジアの貧困に着目し、カン

ボジアについて説明した後経済、カンボジアの貧困と特徴について述べる。第 3 章では、東南アジアの国々の貧困を記し、カン

ボジアの貧困と比較する。 
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【Outline】 
はじめに    

 

第 1 章 貧困がもたらす影響 

 第 1 節 貧困の現状                                              

 第 2 節 貧困と労働                         

 第 3 節 貧困と教育                        

 第 4 節 貧困と環境                      

第 2 章 カンボジアの貧困 

 第 1 節 カンボジアとは                      

 第 2 節 成長するカンボジア経済               

 第 3 節 カンボジアの貧困                  

 第 4 節 貧困の特徴                         

第 3 章 カンボジアとそのほかの国との比較 

 第 1 節 ASEAN とは                               

 第 2 節 ラオス                       

 第 3 節 シンガポール                    

  おわりに 
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